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開催の目的

1．こどもにモノづくりの楽しさを体験してもらいたい
   →親子で一緒に考え、作ることで、創意工夫の楽しさを実感！

 2．親子のコミュニケーションを深めるきっかけにしてもらいたい
 → 一緒に考え、試行錯誤することで、親子の絆を深めてもらう

 子どもの柔軟な発想と親の知識・経験を融合させて協力してもらい、
  達成感を味わってもらう

 3．身近な「困りごと」を解決する力を育むきっかけにしてもらいたい
 → 「どうすればもっと良くなる？」と考える改善の考え方、習慣を身につける
 自分で考え、試し、改善する経験を通じて、問題解決力を養う
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対象：
• からくり改善くふう展に出品・関係する親とその子ども（～小学生まで）

募集内容：
下記のようなテーマで「からくり」や「からくり改善」を親子で考えながら、
自由な発想でイメージ図を描いたり、実際に制作してください
 • 電気を使わず、シンプルな仕組みで動くおもちゃ
• 日常生活の「困りごと」や家庭での便利な仕組み
• 身近なことで自分が感じている問題を解決するもの

（参考例）
• 手動で動くおもちゃの観覧車・回転木馬、日常生活の不便を解決するからくり仕掛け

作成にあたっての注意事項：
• 受賞作品は、2025年11月12日～13日に開催する「第30回からくり改善くふう展」(ポートメッセなごや)

  にて、会場展示をするため、受賞後に作品現物を提出いただく必要ございます
【募集期間：2025年 6月 1日（日）～9月 5日（金）メール提出】

募集要項
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1.別紙のエントリーシート(1・2)に必要事項を記入
からくり作品の製作については、下記の２つのパターンがございます
パターン①：作品を制作し、写真や動画を撮影し、エントリーシート（1・2）と

一緒に添付して事務局へメールで提出
※受賞決定（10/1予定）まで、保管してください。

パターン②：エントリーシート（1・2）・イメージ図シートと一緒に添付して事務局へメールで提出
※パターン②でお申込をされた場合でも、受賞した際は、からくり作品を作成していただく必要があります

2.提出方法
からくり改善専用サイトにアクセスし、エントリーシートをダウンロードしたうえで、

 期限内にメール（jigyo@jipm.or.jp）で各種書類を送信してください。
※受付後、5日以内に受領メールをいたします

【注意事項】
※受賞作品は、現物をからくり改善くふう展・特設スペースに展示します（2025年11月12‐13日）

受賞のご案内とともに製作された作品の送付についてのご案内をお送りいたします
※受賞作品は、返却いたしません
※作品写真や動画は、広報目的で使用することがあります

応募方法
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審査・表彰

●評価基準
・ 作品に子どもが考えたアイデアが盛り込まれているか
・ 工夫されているか（からくりが上手く活かされているか）
  →上記をからくり改善の専門アドバイザーと事務局が評価し、賞を決定

●表彰（要件等）
• 受賞作品は、第30回 からくり改善くふう展 にて展示
• 受賞作品には、賞状・素敵な副賞をお送りします

★「最優秀賞」は、カタログギフト（1万円相当分予定）、「優秀賞」は、カタログギフト（5千円相当分予定）を贈呈
★応募いただいた上位30名に「参加賞」として、図書カード500円分（予定）を贈呈
※参加賞のみの受賞作品については、からくり改善くふう展での展示はございません
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スケジュール

応募
6月 1日～9月 5日

審査
９月末ごろ

決定・（※制作）
１０月１日予定

からくり作品をおひろめ！

11月12日・13日

みんなの自慢のアイデア
を具体化して、

応募期間内にメール提出
①パターン1
②パターン2

からくり改善の専門家
と事務局が評価基準を

基に審査
各賞を決定

受賞された方へは
個別にご連絡します
イメージ図シートで

エントリーした場合は、
制作してください

第30回からくり改善
くふう展

特設スペースにて、
みなさんの自慢の

からくり作品を展示！
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お問い合わせ

公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会
親子からくり事務局 赤堀、近藤、山西

E-mail：jigyo@jipm.or.jp
 TEL：本部・03-6865-6081（短縮番号3）

中部・052-561-5634
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